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Japan Airlines Ventures、シリコンバレー発のCVCコミュニティ 
「Counter Club Japan」に参画 

～日本企業のイノベーション課題解消とエコシステム発展への貢献を目指して～ 
 
　JALの100%出資投資会社であるJapan Airlines Ventures, Inc.（CEO：久根﨑 将人、以下「JALV」）(*1)

は、シリコンバレーを拠点とするベンチャーキャピタルCounterpart Venturesが展開するCVC・新規事業担

当者向けコミュニティ「Counter Club Japan（以下「CCJ」）」に参画しました。また、JALVのManaging 

Partnerである松﨑 志朗が、CCJの初代アンバサダーの一人に選出されました(*2)。 

　　　  

　（左から）Japan Airlines Ventures 松﨑 志朗、Counterpart Ventures 西条 祐介さま 

　JALVは、JALグループのコーポレート・ベンチャー・キャピタル（CVC）として、航空・マイル・環境のコア領域や

次世代モビリティ領域を基盤に、これからの航空産業のあり方を模索する「フロンティア領域」へ積極的に投資し、

JALの長期的成長と社会変革の実現を目指しています(*3)。 

　今回のCCJ参画は、JALVが持つCVCの知見とグローバルネットワークをコミュニティへ還元するとともに、日

本企業が直面するイノベーション課題（グローバルトレンドに関する情報格差、CVC運営ノウハウの偏在、複雑な

意思決定プロセスなど）の解消に貢献することを目的としています。同時に、CCJへの参画を通じて得られる新

たなCVCネットワークや最前線の知見を活用することで、JALグループ全体の新規事業創造や既存事業変革の

さらなる加速を図りつつ、日本のイノベーション・エコシステム全体の発展の一翼を担っていきます。 

　JALとJALVは、世界中の企業との共創を通じて、未来のグローバル社会への貢献につながる新たな価値創出

に挑戦してまいります。 

(*1)JALV公式サイト https://japanairlinesventures.com/ 

(*2)Counter Club Japanプレスリリース https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000179654.html 

(*3)2026年3月3日付プレスリリース｜JAL、新たに自社運営CVCファンド「JAL Innovation Fund II」を設立

https://press.jal.co.jp/ja/release/202603/009383.html 

 

【Counter Club Japanの概要】 

　CCJは、世界750社のCVCと1,700名以上のキャピタリストが参加するグローバルネットワーク「Counter 

Club」の日本拠点として、2026年2月に先行ローンチされました。日本企業のCVCおよび新規事業担当者が

実務経験や知見を共有し、実践的な連携・共創を促進する場として急速に成長しており、参加登録者数は300名

を超えています。　URL: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000179654.html 
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■アンバサダー就任にあたってのコメント 

Japan Airlines Ventures Managing Partner　松﨑 志朗 

“ここに集うのは、肩書きではなく『日本から世界を変える』という不屈の意志を持つ仲間たちです。CCJの皆さ

まと共に、日本のCVCに新たな潮流を生み出し、日本企業が直面するイノベーション課題の解消に貢献しなが

ら、日本のイノベーション・エコシステムをより豊かに盛り上げていくことを、楽しみにしています。” 

 

Counterpart Ventures 共同創業者 西条 祐介さま 

“グローバルでCVC活動を展開されているJapan Airlines Ventures様をCCJメンバーならびにアンバサ

ダーとして迎え、CVCの企画から実行における実経験をケーススタディとして共有して頂きます。松﨑様のこれ

までのお取り組みや、それを支える熱量を共有いただくことは、CCJにとって貴重な学びの機会になると確信

しております。CCJを通じて、多くの日本のCVCの進化、そして、その先にある日本のイノベーションの発展に

寄与してまいります。” 
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